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第３回 愛西市緑の基本計画策定委員会議事録（概要） 

 

【日時】平成 22年 02月 09日（火）午前 10時 00分から 

【場所】愛西市役所立田庁舎 第 2会議室 

【出席者】市民 5名、委員 10名、事務局 3名、関係者（コンサルタント）4名  

 

１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    

（１）開会のあいさつ 

都市計画課長より開会のあいさつ 

（２）委員長あいさつ 

副市長よりあいさつ 

 

２．議題２．議題２．議題２．議題    

（１）愛西市緑の基本計画報告書の最終確認 

緑の基本計画報告書に対する意見・質疑応答は以下の通りである。 

 

委・一年間携わってきて、良い報告書が出来たと思う。しかし改めて見ると、鳥や魚

など生き物についての内容が少し足りなかったと感じている。パブリックコメン

トで維持管理が大変という意見があったが、この土地で維持管理しなくても育つ

ような樹木に転換していくということも、市民に伝えていかなくてはいけないと

感じている。 

 

委・自然界の生態系については、緑の果たす役割というものを我々も考えていきたい。 

 

委・内容はこれでよいので、見易さについて追求して欲しい。 

  図面表現やイメージ写真の挿入など、改善できる箇所はいくつかある。 

 

事・修正を検討する。 

 

委・公共施設については名称を追加して欲しい。 

  また、「森川花はす田」も将来都市構造図で表示できないか。 

 

事・公共施設については修正する。将来都市構造図は都市の構造を大きくとらえたも

のであるため、「森川花はす田」は田園軸に含んでいるという考え方でご理解いた

だきたい。 

 

委・挿入されている写真の数を増やせないか。また、撮影場所や名称なども追記した
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方がよいのではないか。 

 

事・挿入写真の体裁については現在検討中である。 

 

委・生垣化を推奨する理由として、大規模な地震に有効であるというメリットを記載

した方が、市民の理解を得られるのではないか。 

 

事・生垣は、火災時の延焼防止が主な設置要因ではあるが、地震対策の記述も少し加

える。文面についてはこちらで検討する。 

 

委・文中「土手」という表現について、世代によっては違和感があるのではないか。 

 

委・河川工学的には使用しないと思うが、ここは景観の記載なので使用しているので

は。 

 

委・用語集に「土手」の意味合いを記載すればよい。 

 

事・そのように対応する。 

 

凡例 事：事務局 

   委：委員 

 

 

（２）その他 

①今後のスケジュールの流れについて 

 

○2月 16日：都市計画審議会へ最終報告。 

その後、議会へ報告書として提出。 

○4月：広報の配布と併せて各戸へ概要版を配布。 

※委員には製本後に１部ずつ配布。 

 

②閉会のあいさつ 

 


